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【開場】午後２時　【開演】午後２時３０分

【終演予定】午後３時３０分

会
　
　
出

場　壬生町立壬生中央公民館　大ホール

　　　(壬生町本丸１－８－３３)

演　どーもくん、うさじい、たーちゃん、

　　林家いっ平、島田珠代、浜谷真理子、

ゲ　ス　ト

申し込み方法

Ｍ「。マリック

観覧は無料ですが、

必要となります。

ななみちゃん

Ｚ’ＭＯＤＯ

入場整理券(事前の申し込み)が

※詳細は、２頁をご覧ください。

放送予定

　　【本放送】ＮＨＫ衛星第ニテレビ

　　【再放送】ＮＨＫ衛星第ニテレビ

問い合せ先

壬生町総務部企画財政課

ＮＨＫ宇都宮放送局
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６月26日
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(日)
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壬
生
町
合
併
5
0
周
年
記
念

　
壬
生
町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
で
は
、
壬
生
町
合
併
5
0
周
年

を
記
念
し
て
、
放
送
番
組
「
Ｂ
Ｓ
ど
Ｉ
も
く
ん
ワ
ー
ル
ド
」
の
公
開

録
画
を
実
施
し
ま
す
。

毎月23日発行



＠合併50周年

jlJなる羅躍を｀祈゛念:し
’″多彩な記念事業を叶晦
　昭和29年11月に壬生町と稲葉村が合併、翌30年了月に南犬飼村を編入し、現在の壬生町が誕生して、

今年で50周年を迎えました。

　この記念すべき50周年という節目に当たり、壬生町の伝統ある歴史や輝かしい発展を振り返ると共

に、明日に向かって更に飛躍するまちづくりのスタートラインとして、記念事業等を実施いたします。

　多彩な記念事業等を計画しておりますので、皆さんのご協力ご参加をお待ちしています。

　事業の詳細については、随時、広報壬生並びに広報みぶおしらせ版等でお知らせしてまいります。

（しののめ花まつり・３月26日～、ＨＮＫ歴史探訪セミナー「咸臨丸を読み解け～16歳の壬生侍が見

た世界～」・３月27日は終わりました｡）

【
合
併
5
0
周
年
記
念
事
業
】

・
「
Ｂ
Ｓ
ど
Ｉ
も
く
ん
ワ
ー
ル
ド
」
公
開
録
画

・
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

・
記
念
式
典

６
月
５
目
印

　
　
　
　
ぐ

　
　
　
未
定

Ｈ
月
2
7
日
㈱

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

【
合
併
5
0
周
年
関
連
事
業
】

・
消
防
団
操
法
大
会
・
消
防
交
通
フ
ェ
ア
　
　
　
　
４
月
2
9
日
�
　
総
合
公
園

・
第
７
回
町
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
　
　
　
　
５
月
2
1
日
出
　
総
合
運
動
場

・
第
3
5
回
歩
け
歩
け
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
2
9
日
向
　
総
合
運
動
場

・
第
2
2
回
壬
生
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
　
　
７
月
６
日
㈲
　
宮
ノ
森
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
2
0
日
田
　
総
合
公
園

・
教
老
の
つ
ど
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
1
5
日
困
　
中
央
公
民
館

・
み
ぶ
文
化
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
　
中
央
公
民
館

・
第
１
５
回
壬
生
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
　
　
　
1
0
月
９
日
向
　
総
合
公
園

・
企
画
展
「
大
名
・
鳥
居
家
展
」
　
　
　
　
　
1
0
月
1
5
日
出
～
歴
史
民
俗
資
料
館

・
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
名
画
鑑
賞
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
月
　
中
央
公
民
館

・
消
防
団
通
常
点
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
月
2
3
日
出
　
総
合
運
動
場
　
他

・
第
Ｈ
回
壬
生
町
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
　
　
　
Ｈ
月
2
7
日
向
　
総
合
公
園

・
女
と
男
と
の
つ
ど
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
2
8
日
田
　
中
央
公
民
館

・
健
康
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
公
民
館
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
下
旬
　
中
央
公
民
館

・
第
1
9
回
壬
生
町
綱
引
き
大
会
　
　
　
２
月
５
日
間
　
総
合
運
動
場
・
体
育
館

・
生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
　
　
　
　
　
３
月
５
日
向
　
生
涯
学
習
館

・
音
楽
等
鑑
賞
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
　
定
　
中
央
公
民
館

ら
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く
ん
と
そ
の

を
繰
り
広
げ

も
く
ん
劇
場
」
を
は
じ
め
、
取
材
コ
ー

ナ
ー
「
ど
Ｉ
も
が
行
く
！
」
や
、
ゲ
ス
ト
と
レ

ギ
ュ
つ
ー
メ
ン
バ
ー
の
か
け
あ
い
が
楽
し
め
る

「
ど
ー
も
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
、
Ｂ
Ｓ
の
新
し

い
午
ヤ
フ
ク
タ
ー
な
な
み
ち
ゃ
ん
と
う
さ
じ
い

の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
な
な
み
の
こ
れ
な
あ
に
」

な
ど
、
ど
ー
も
く
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
魅
力
い
っ

ぱ
い
の
親
子
で
楽
し
め
る
番
組
で
す
。
観
覧
を

ご
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　
観
覧
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理
券
（
事
前
の
申

し
込
み
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
応
募
方
法
」
官
製
往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明

記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

△
往
信
用
裏
面
▽

　
①
郵
便
番
号
　
②
住
所
　
③
氏
名
　
④
電
話
番
号

ハ
返
信
用
表
面
▽

　
①
郵
便
番
号
　
②
住
所
　
③
氏
名

　
【
あ
て
先
一

　
〒
3
2
0
－
8
5
0
2
　
宇
都
宮
市
中
失
３
－
１
－
２

　
Ｎ
日
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
「
Ｂ
Ｓ
ど
ー
も
く
ん
ワ
ー

　
ル
ド
」
観
覧
中
込
係

　
「
締
め
切
り
」
　
　
５
月
1
8
日
㈲
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
１
枚
で
３
名

万
の
入
場
が
可
能
な
入
場
整
理
券
を
発
送
い

ま
す
。
※
満
・
‐
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場

膀
が
必
要
で
す
。

２



教官刻吃鶏海老並び:にスポーツ・
　　　文他活動優秀児塵ﾄ側巌を表彰

　
町
の
教
育
振
興
発
展
の
た
め
特
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面
で

優
秀
な
成
績
を
修
め
た
児
童
・
生
徒
の
栄
誉
を
讃
え
る
表
彰
式
が
３
月
３
日
、
町
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
教
職
員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
池
節
子
教
育

委
員
長
か
ら
、
教
育
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
９
名
の
方
に
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
清
水
英
世
町
長
か
ら
、
平
成
1
6
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

面
で
活
躍
し
た
小
学
生
4
1
名
、
中
学
生
1
2
9
名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
の
授
与
後
、
受
賞
し
た
教
育
功
労
者
を
代
表
し
て
渡
遊
容
子
さ
ん
が
、
ま

た
、
児
童
・
生
徒
を
代
表
し
て
壬
生
中
学
校
３
年
の
清
水
英
幸
さ
ん
が
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。

橋
本
　
正
行
（
藤
井
小
学
校
）

渡
遜
　
容
子
（
安
塚
小
学
校
）

受ける舘野紗季さん渡這容子さん

池教育委員長から賞状を

受ける藤田克巳さん

清水英幸さん
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合併50周年節目の年

平成17年度壬生町一般会計当初予算
　　　　101億６千万円
　地方財政を取り巻＜環境は、地方財政計画の規模の抑制に努めてもなお大幅な財源不足の状況にあり

ます。数次の景気対策や地方財政対策等に伴う地万債の増発により借入金残高が急増し、今後その償還

負担の一層の増加や社会保障経費の自然増が見込まれるところであり、これにより将来の財政運営が圧

迫されることが強＜懸念されているところであります。

　本町の財政は、町歳入の柱である町税にあっては法人町民税に一定の回復が見込まれるものの、町税

全体では大幅な回復が望めない中にあって、国と地方に問する三位一体改革による国庫補助負担金の廃

止・縮減や地方交付税の抑制など財源の確保が困難な状況にあるとともに、少子高齢化に伴う社会保障

経費等の主要義務費が引き続き増高するなど、歳出面でも極めて厳しい状況にあります。

　このような中で、平成ロ年度の当初予算は、地方分権の時代にふさわしい簡素で効率的な行政システ

ムを確立するため、徹底した行財政改革を推進するとともに、歳出の徹底した見直しによる抑制と経費

の節減合理化を図るなど、引き続き財政の健全性の確保に留意しつつ、限られた財源の効率的な配分に

努めました。

　また、厳しい財政状況下ではありますが、今年は合併50周年の節目の年を迎えることから、個性と工

夫に満ちた魅力あるまちの形成に向けて、社会資本の整備はもとより、少子・高齢化対策、教育問題へ

の対応等、住民福祉の向上に努めるとともに、町内経済の活性化への取り組み等、当面する緊要な課題

に全力を挙げることとし、特に次の諸点に留意し予算の編成をいたしたところであります。

社会資本の整備、少子・高齢化対策、教育の充実、産業の活性化

　【特に配慮した点】
①支えあいの暮らしが実現する健康福祉都市をめざして

　○老人保健福祉施設等の整備

　○高齢者・障害者福祉の充実

　○授産施設むつみの森の運営

　○民間保育園施設整備の助成

　○こども発達支援センタードリームキッズの運営

　○子育て支援センターの運営

②歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして

　○学力向上のための非常勤講師の増員配置

　○教育用コンピュータの整備

　○標準学力調査の実施

　○幼稚図説園児第３子以降保育料の全額助成

　○壬生中央公民館音楽鑑賞会の開催

　○歴史民俗資料館企面談の開催

③地域に根ざした活力ある自立産業都市をめざして

　○とちぎの園芸活性化対策事業

　○みぶ・アグリチャレンジャー支援事業

　Ｏとちぎファームフェスタ2005の開催

　○中小企業融資制度事業

　○商工団体・観光団体助成事業の拡充

　○おもちや博物館ジオラマの整備

④自然の理にのっとった快適な環境都市をめざして

　○交通安全施設の整備

　○自治会管理防犯灯の助成

　○清掃センター精密機能検査の実施

　○ごみの減量化・再資源化の対応

　○消防施設の整備

⑤人と自然が共生する緑豊かな公園都市をめざして

　○平地林保全対策の実施

　○壬生インター北通りの整備

　○生活関連道路の整備

　○御里土地区画整理事業の助成

　○安塚駅西広場の整備

　○総合公園の整備

　○ハイウェイオアシスの整備

⑥住民の発想と連帯による住民自治のまちをめざして

　○合併50周年記念事業の実施

　○人材育成計画の策定

　○第５次総合振興計画の策定

　○まちづくり住民会議の実施

　○徴収嘱託員の継続

　○中学生国際交流推進事業の継続

　○男女共同参画計画の策定

４
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